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「 1｢津山藩士・飯塚竹斎とゆかりの画人

一絵を描いた武士たち一」を開催しました。

藩

描

特別展

可 P

令和3年度特別展「津山藩士・飯塚竹斎とゆかりの画人一絵を描いた武士たち一」を令和3年10月1

6日（土）～11月21日（日）の会期で開催いたしました。

津山藩士で文人画家でもある飯塚竹斎は藩の御用絵師ではありませんでしたが、すぐれた才能を発揮

し、多くの作品を残しています。令和3年はその竹斎の没後160年にあたり、これを記念して地元津山

に残されている竹斎の作品を中心に、その周辺の人々の作品を展示しました。

また、 11月7日は岡山県立美術館の古川文子氏、倉敷芸術科学大学芸術学部教授森山知己氏をお招

きしご講演いただきましたところ、50人余りの多くの方に聴講をいただき盛会の内に終了することがで

きました。

演題： 「資料から見える藩士としての飯塚竹斎」

「竹斎の作品と交友」

「筆墨の語る世界」

津山郷土博物館学芸員梶村明慶

岡山県立美術館学芸員古川文子氏

倉敷芸術科学大学芸術学部教授森山知己氏

展示の様子 講演会の様子講師岡山県立美術館古川文子氏

講演会の様子講師倉敷芸術科学大学芸術学部教授森山知己氏

ノ、

画
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司■ ｢勾玉をつくろう！」｢勾玉をつくろう！」の学習プログラムの学習プログラム夏令和3年度令和3年度

を開催しました。を開催しました。
PP可

8月3日・4日の2日間、2年ぶりに夏の学習プログラ

ムを開催しました。コロナ禍の中で“三密”を避け、開

催できるものを職員で話し合い、今年度は「勾玉をつくろ

う！」のみの開催になりました。

参加者の皆さんは、勾玉づくりを熱心に取り組まれ、と

ても素敵な勾玉ができあがりました。夏休みの宿題や宝

物にするそうです。

| ’
I

北小学校1年生小川紗奈さん

けずるのがたのしかった。むずかしそうだったけどたのしかった。

高野小学校2年生木田志織さん

さいしよはざらざらでしかくだったけど、みがいたりけずったら、ピカピ

カでつるつるになったのがびっくりした。わたしがくふうしたのは、つるつ

るになるまでみがいたことです。

＝

5

m-」
脹五、
、 ‘富” 、
〆~十

IWI& 、

坐

墓二言
院庄小学校3年生大國未空さん

勾玉を丸くするのがむずかしかったです。勾玉はいろいろな

しゆるいがあることをはじめてしりました。勾玉をつくるのがむ

ずかしかったけど、またつくりたいです。

広戸小学校4年生加田偉琉＜ん

へこみを作るのがむずかしかった。丸くするのがむずかしかっ

た。うでがいたくなった。楽しかった。

L ーノ

■■ 学芸員実習生を受け入れました

7月29日・30日、8月3日～6日まで、博物館実習生を3人受け入れました。博物館実習は、学芸

員資格取得のために必要な科目の－つで、当館では美作地域にゆかりのある方の実習を毎年受け入れて

います。

今年度は、特別展から常設展への展示替え、ミニ企画展の準備、写真撮影や資料整理、子ども向けパ

ンフレットの作成など､博物館の様々な業務を行いました。新型コロナウィルス感染予防のため､毎年行っ

ている夏休みの子供向け講座の補助をとりやめるなど、配慮しながらの実習となりましたが、無事全日

程をこなすことができました。

ノ叉

種
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時
代
劇
に
度
々
「
義
賊
」
と
し
て
よ
く
描
か
れ
る

鼠
小
僧
次
郎
吉
は
江
戸
で
主
に
大
名
屋
敷
な
ど
へ
盗

み
に
入
っ
て
い
た
実
在
の
盗
賊
で
し
た
。
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
に
捕
ま
り
処
刑
さ
れ
て
い
ま
す
。
取

調
の
記
録
で
あ
る
『
鼠
賊
白
状
記
』
（
国
立
公
文
書

館
蔵
率
明
治
期
の
写
し
）
に
は
本
人
が
覚
え
て
い
る

だ
け
で
、
九
十
九
箇
所
の
大
名
屋
敷
を
合
計
百
二
十

二
回
忍
び
込
み
、
お
よ
そ
金
三
千
百
二
十
一
両
二
歩
、

銭
九
貫
二
六
○
文
、
銀
四
匁
三
分
を
盗
み
取
っ
た
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
調
書
に
は
個
別
案
件
と
し
て
文
政

六
年
二
八
二
三
）
六
月
三
日
の
夜
に
津
山
藩
邸
に

盗
み
に
入
っ
た
旨
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
津
山
藩
の

江
戸
日
記
の
翌
四
日
の
記
事
に
も
盗
難
被
害
の
記
事

が
あ
り
、
日
時
、
被
害
額
な
ど
が
一
致
す
る
こ
と
か

ら
こ
の
事
件
は
鼠
小
僧
に
よ
る
も
の
に
間
違
い
な
い

よ
う
で
す
。

日
記
に
は
津
山
藩
邸
の
奥
向
き
長
局
の
女
中
部
屋

二
箇
所
の
箪
笥
か
ら
金
一
両
二
歩
、
銭
七
○
○
文
が

盗
ま
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
一
方
の
部
屋
は
箪
笥
か
ら

衣
類
が
抜
き
出
さ
れ
た
状
態
で
鳥
目
（
銭
）
が
無
く

な
っ
て
お
り
、
も
う
一
方
で
は
衣
類
が
元
通
り
箪
笥

に
し
ま
わ
れ
た
状
態
で
金
一
両
二
歩
が
無
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
に
は
犯
人
の
も
の
と
思
わ

れ
る
白
地
小
絞
り
の
手
拭
が
一
つ
と
廊
下
に
足
跡
が

の
こ
さ
れ
、
周
り
の
塀
や
忍
び
返
し
は
破
損
が
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

津
山
藩
で
の
鼠
小
僧
の
被
害

か
と
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
際
、

幕
府
に
前
述
の
理

由
で
内
部
犯
行
と

判
断
し
た
た
め
届

け
な
か
っ
た
旨
を

報
告
し
て
い
ま

す
。
結
局
、
鼠
小
僧

の
一
件
に
つ
い
て

は
、
不
行
届
な
し

と
い
う
こ
と
で
、

津
山
藩
を
含
め
盗

み
に
入
ら
れ
た
諸

藩
は
お
構
い
無
し

と
さ
れ
、
大
名
家

が
と
が
め
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

こ
の
一
件
、
金
子
以
外
、
衣
類
や
道
具
類
な
ど
盗

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
外
か
ら
忍
び
込
ん
だ
者

で
は
な
く
内
部
の
人
間
の
犯
行
だ
と
津
山
藩
は
判
断

し
た
よ
う
で
、
幕
府
に
は
届
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
鼠
小
僧
の
自
白
の
裏
付
け
の
た
め
と

思
い
ま
す
が
、
天
保
三
年
の
五
月
十
一
日
、
町
奉
行

か
ら
十
年
程
前
に
奥
向
で
盗
難
の
被
害
が
な
か
っ
た

一
一 ｊ

、
ノ｝←

、り

り

ア

｡，

一
熱
し
鞭
磐
聡
辨
州
入
り
よ
〃
州
参
翻
誕
、
表
零
締
蜘
心
煮
逃
堯
純
報
い
〃
浮
渉
ｌ
、

１
町
恥
昼
優
ｉ
鷺

；
． 梶

村
明
慶

）

。
卿
繁
舟
入
脅
態
２
塁
殿
職
畷
豫
を
禦
篭
１

御
“

I抑I

咽
洲
鼻
刷
碁
峰
側
少
渥
叩
侭
豚
娠
Ｘ
小
眺

〃
え
》

ち
な
み
に
こ
の
『
鼠
賊
白
状
記
』
に
は
鼠
小
僧
が

大
名
家
の
奥
向
き
を
ね
ら
っ
た
理
由
と
し
て
、
大
名

屋
敷
は
一
旦
中
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
盗
み
を
働
く
こ

と
が
容
易
で
、
特
に
、
奥
向
き
に
は
女
性
し
か
お
ら

ず
、
見
つ
か
っ
て
も
男
性
の
役
人
が
簡
単
に
入
っ
て

こ
れ
な
い
た
め
逃
げ
や
す
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
屋

敷
内
を
容
易
に
動
け
た
の
は
、
大
名
は
幕
府
の
目
を

は
ば
か
っ
て
厳
重
な
警
備
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
津
山
藩
も
鼠
小
僧
の
思
惑
に

は
ま
り
し
て
や
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

Ｉ
ｆ
Ｉ

■
日
＆

a

ノ

Iノ

江戸日記文政6年6月4日

⑭
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は
じ
め
に

日
下
賢
二
（
１
９
３
６
～
２
０
２
０
、
写
真
①
）

は
、
津
山
市
出
身
の
版
画
家
で
、
令
和
２
（
２
０

２
０
）
年
に
親
族
の
方
か
ら
版
画
な
ど
３
０
２
件

３
６
０
点
に
及
ぶ
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
資
料
の
う
ち
、
特
に
版
画
に
つ
い
て
少

し
で
も
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

彼
は
小
学
校
４
年
生
の
頃
か
ら
絵
に
興
味
が
あ

り
、
特
に
版
画
家
を
め
ざ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
昭
和
別
年
頃
の
絵
の
夏
季
講
習
会
に
参
加

く
さ
か
け
ん
じ

日
下
賢
二
の
木
版
画

L

写真①日下賢二製作風景（1987年）

し
た
事
で
、
そ
の
時
の
講
師
が
版
画
家
永
礼
孝
二

（
１
９
０
１
～
１
９
７
５
）
で
し
た
。
永
礼
は
同
郷

の
版
画
家
で
、
こ
の
講
習
会
を
き
っ
か
け
に
版
画

に
興
味
を
持
ち
、
永
礼
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
多

色
木
版
画
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
版
画
家
棟
方
志
功
が
設
立
し
た
日
本
板

画
院
展
に
も
出
品
し
、
昭
和
羽
（
１
９
５
３
）
年

に
は
板
画
院
賞
を
受
賞
、
岡
山
で
開
か
れ
た
棟
方

の
展
覧
会
で
、
永
礼
と
と
も
に
棟
方
に
も
会
っ
て

お
り
、
そ
の
時
の
出
来
事
を
「
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
思
い
出
」
と
回
想
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
同
詔
（
１
９
５
８
）
年
に
上
京
し
、

日
本
板
画
院
会
員
、
日
本
版
画
協
会
会
員
、
国
画

会
会
員
と
な
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
ブ
ラ
ジ
ル
や

イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
美
術
展

に
も
出
品
し
、
同
判
（
１
９
６
６
）
年
に
は
東
京

国
際
版
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
で
国
立
近
代
美
術
館

賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
や
ワ
シ
ン
ト
ン
国
会
図
書

館
、
コ
ロ
ラ
ド
州
立
近
代
美
術
館
な
ど
に
作
品
が

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
品
紹
介

（
ご
木
版
画

木
版
画
は
、
油
絵
具
を
用
い
て
原
色
で
色
彩
し

た
多
色
刷
り
で
、
作
品
の
中
に
は
抽
象
的
な
表
現

の
も
の
が
見
ら
れ
、
そ
の
他
風
景
、
風
物
画
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
今
回
い
た
だ
い
た
作
品
は
抽
象
画

が
多
く
、
版
画
で
抽
象
画
を
描
く
の
は
珍
し
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
そ
の
作
風
の
特
徴
を
中
心

に
時
代
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

○
風
物
・
風
景
画
（
１
９
５
０
年
、
写
真
②
、
１

９
５
６
年
頃
、
写
真
③
）

②
は
植
物
の
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
を
細
部
ま
で
細
か

く
表
現
し
て
い
ま
す
。
③
は
津
山
城
跡
か
ら
吉
井
川

や
城
東
の
街
並
な
ど
を
見
下
ろ
し
、
遠
く
に
山
並

み
を
見
渡
す
津
山
の
風
景
で
す
。
他
に
野
菜
な
ど

を
描
い
た
も
の
、
竹
を
モ
チ
ー
フ
に
抽
象
的
に
表

現
し
た
作
品
も
あ
る
よ
う
で
す
。
②
に
は
□
の
中
に

ク
サ
カ
と
書
い
た
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

風
景
・
風
物
画
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
帥
年
代
初

期
の
作
品
で
、
そ
の
画
風
か
ら
師
で
あ
る
永
礼
の

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

○
抽
象
画
【
短
冊
風
な
ど
責
１
９
６
５
年
、
写
真
④
）

そ
の
後
作
風
が
大
き
く
変
わ
り
、
④
は
オ
レ
ン
ジ

色
の
原
色
を
ベ
ー
ス
に
黄
色
や
青
色
な
ど
の
角
の

丸
い
も
の
や
先
の
尖
っ
た
短
冊
状
の
も
の
を
平
行
、

斜
め
に
配
列
し
、
抽
象
的
に
表
現
し
た
今
ま
で
に

無
い
モ
チ
ー
フ
の
作
品
で
す
。
ジ
ッ
パ
ー
の
よ
う

な
も
の
も
あ
り
、
主
に
１
９
６
０
年
代
か
ら
、
年

代
初
め
の
作
品
で
す
。
こ
れ
ら
に
は
作
品
名
は
付

け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

小

郷

利
幸

5
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（
三
関
連
資
料

今
回
作
品
以
外
に
関
連
資
料
も
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
１
９
５
０
年
代
の
若
い
頃
の

も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な

ど
に
は
、
風
景
や
人
物
、
静
物
な
ど
が
多
数
描
か
れ
、

抽
象
画
が
本
格
的
に
作
ら
れ
始
め
ま
す
。
津
山
市

内
の
津
山
信
用
金
庫
本
店
に
は
全
長
喝
、
も
の
大

壁
画
（
１
９
７
１
年
）
が
あ
り
、
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
抽
象
画
〔
白
い
雲
や
球
体
な
ど
〕
（
１
９
７
３
年
、

写
真
⑤
）

⑤
は
雲
と
青
い
空
に
白
い
卵
の
よ
う
な
球
体
や

青
い
四
角
い
窓
の
よ
う
な
も
の
な
ど
を
浮
か
べ
て

空
間
構
造
を
表
現
し
た
、
一
見
Ｓ
Ｆ
タ
ッ
チ
な
作

品
と
な
り
、
１
９
６
０
年
代
終
わ
り
か
ら
、
年
代

の
作
品
で
す
。

○
抽
象
画
【
割
れ
た
木
材
風
な
ど
］
（
１
９
８
１
年
、

写
真
⑥
、
１
９
８
５
年
、
写
真
⑦
）

⑥
⑦
は
直
線
と
木
材
風
の
モ
チ
ー
フ
を
断
ち

割
っ
て
鋭
い
割
れ
目
を
表
現
し
た
独
特
の
も
の
で

す
。
赤
と
青
が
ベ
ー
ス
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
「
地

平
線
」
や
「
境
界
」
、
「
飛
翔
」
と
い
っ
た
作
品
名

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
に
と
っ
て
地
平
線
と

は
、
故
郷
と
異
郷
、
現
実
と
夢
な
ど
を
交
錯
さ
せ
、

そ
れ
ら
を
包
括
す
る
境
界
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
彼
な
り
に
直
線
な
ど
に
よ
る
区
画
に

様
々
な
形
を
加
え
る
こ
と
で
表
現
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
１
９
７
０
年
代
終
わ
り
か
ら

帥
年
代
の
作
品
で
す
。

お
わ
り
に

今
回
の
資
料
紹
介
か
ら
、
多
色
木
版
画
に
よ
る

初
期
の
風
景
・
風
物
画
か
ら
抽
象
画
に
い
た
る
作

品
の
変
遷
を
た
ど
り
、
さ
ら
に
抽
象
画
の
中
に
は

彼
の
思
い
が
強
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
な
か
な
か

簡
単
に
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
に
抽

象
画
の
作
品
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
製
作
過
程
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
大
変
興
味
深
く
、

お
そ
ら
く
か
な
り
の
製
作
技
術
や
労
力
が
必
要
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

版
画
と
は
違
っ
た
も
の
と
し
て
大
変
興
味
深
い
で

す
。
そ
の
他
版
木
も
あ
り
ま
す
が
、
抽
象
画
の
作

品
に
関
係
す
る
も
の
は
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
初

期
の
作
品
の
原
画
が
数
点
有
り
、
そ
の
中
に
数
字

が
書
か
れ
て
い
て
、
製
作
過
程
が
わ
か
る
も
の
（
写

真
⑧
右
）
が
あ
り
ま
し
た
。
１
と
書
か
れ
た
部
分

を
刷
っ
た
製
作
途
中
の
も
の
が
あ
り
（
写
真
⑧
左
）
、

製
作
過
程
の
一
端
が
見
て
取
れ
ま
す
。

写真②ヤブカンゾウ(1950年）
（
参
考
文
献
）

針
生
一
郎
１
９
８
３
「
木
版
に
お
け
る
抽
象
の
可

能
性
－
日
下
賢
二
を
中
心
に
－
複
数
芸
術
の
価
値
」

『
日
下
賢
二
木
版
画
作
品
集
』
株
式
会
社
青
年
社

日
下
賢
二
２
０
０
５
「
永
礼
孝
二
の
思
い
で
」
『
永

礼
孝
二
展
』
没
後
三
十
年
記
念
永
礼
孝
二
展
実
行

委
員
会

今
回
紹
介
で
き
た
の
は
、
い
た
だ
い
た
資
料
の

一
部
の
み
で
す
。
今
後
は
展
示
を
と
お
し
て
、
作

品
の
み
な
ら
ず
製
作
技
術
な
ど
も
紹
介
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
資
料
整
理
は
本
館
の

小
林
泰
子
が
お
こ
な
い
、
資
料
紹
介
す
る
に
あ
た

り
、
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

写真③津山風景（1956年頃）

卿
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４
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I
／

写真⑥赤い地平線81－2（1981年）

鳥

睦

写真④作品7（1965年）

一グーら ＝

写真⑦飛翔85－3（1985年）

写真⑤初夏の朝（1973年）

写真⑧原画(右)と製作途中の作品（ランプ1951年）

⑬
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〆 、

……

11月27日（土）～12月19日（日）まで、ミニ企画展「むかしむかしの子どもたち」を3階展示室

の一部で開催しています。このミニ企画展は、岡山県立記録資料館で開催中の企画展仔どもへのまな

ざし」 （10月19日～12月5日）との連携展示です。

‘ ’一丁一江戸時代における美作の
、、…8 1 －

子ども達の姿を嶢作孝民

記jの挿絵などで紹介して

います。

一

撫
臼

’ 鞍

詩

１
１

菫
髭 "

＝

~

式ぐ･§＃『美作孝民記』の挿絵

ｰ‐‐ｰ‐一一一一ーｰ－－－‐一－－‐ｰ一一‐一一ーｰ二一一4■■一一~一一ー‐ーｰ■■ー‐‐＝~‐‐一＝－－一一画一一ｰ一一一一＝学一一一一一一面＝一■■一■■一一一一一一一一一一一一一一一一一■■－－ー■■■■－－－－－－－m一一一一一一■■垂画一一一

…

12月25 （土）から令和4年1月10日（月）まで、令和4年の干支である寅（虎）を中心に、おめ

でたい資料を3階展示室の一部で展示する予定です。

4b d炉 b P dP 4炉 4 P b d 4炉 4F P dF qP ■b一一一一一一一一一一■■■一一一■D－－qF ■D ■F－4■一一一.P ■b lウー｡B一一一一■■ 宙一一一一一一一一一一一一一一一一■■一.■＝弓 ■F qF-1F 4 1■－一一一一一一一一一一一4■■一一一一一一一一一一一一■■■一一一一＝－－－－－

繍
一

旧言〃
一
一
一

。、

2月19日（土）から3月21日（月）まで、江戸時代に作られた新刀から現代刀まで、津山ゆかりの

刀剣などを展示いたします。 」L
〆 、 、

入館のご案内
[開館時間］午前9:OO～午後5:OO

肪館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(12月29日～1月3日） ・その他

[入館料]一般…300円

(30人以上の団体の場合240円）

高校･大学生･･ ･200円

(30人以上の団体の場合160円）

65歳以上…200円

(30人以上の団体の場合160円）

慣
『
⑯
こ
エ
ン
ス
亡
鰯由 博物館だより｢つはく』No.110令和3年11月30日

■‐や一一＝凸一一一一●1■画｡■●■中●｡｡＝‐｡‐ﾛ■一二一』■＝－＝一一寺一一一一ニチーーーーー一一毎－一一一＝÷q■ー一●一ら－4■÷－●●＝｡●一一一＝－

[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下92

Tel (0868)22-4567

Fax(0868)23-9874

E-mailtsu-haku@tvt.ne.jp

[印 刷］二葉 ’ ’中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

ノに ’ 、

士は､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていますb
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